
◆令和６年５月７日開催庁議◆ 

１．市長挨拶 

○ゴールデンウイークが終わり、いよいよ本格的な仕事のシーズンに入るのでよろしく 

お願いしたい。 

○民間からの本市に対するアプローチや動きがあり、積極的に対応することが大切だが、

前のめりになる必要もない。恵庭の力量などを判断しながら市民のため、市の発展の  

ためになるのかといったことを基準に考えなければならない。そのようなことを考え 

ながら積極的に業務を遂行してほしい。 

２．議事 

（１）郵便料金計器の導入について【総務部】 

  ◎資料に基づき、総務部長説明  

○これまでの郵便発送方法では、今後郵便局で集荷されなくなるため、郵便料金計器を 

導入する。郵便料金計器とは、自動で郵便物の計量、計数を行うもので、総務課の執務

スペースに配置する。 

  ○現在、毎日差出票に記録し郵便局が回収しているが、今後は集計結果を月に１回まと 

めて報告するため、郵便発送にかかる業務時間が削減される。また、計器に封筒を通す

ことで郵便料金スタンプが印字されポストへの投函も可能となる。 

 ○７月頃の本格運用に向け、職員向けの説明会を実施する予定であり、今後職員ポータル

等で周知していく。 

（２）文書管理・電子決裁システムの導入について【総務部】 

 ◎資料に基づき、総務部長説明  

○現在ファイリングシステムを活用して文書管理をしているが、庁舎内の書庫だけで 

文書が保管できず、現在使用している桜町書庫では、雨漏りがひどいなど書庫として 

適さない状況となっていることから、文書管理・電子決裁システムへ移行し令和７年度

から運用する。 

 ○既存の財務会計システムと連携させることにより、財務会計についても電子決裁が 

できる。今後システムの導入事業者を指名型プロポーザル審査により決定していく。 

 ○今後のスケジュールとして、１１月頃に職員向けの説明会・操作研修を実施し、令和 

７年４月から一般文書を、６月から財務会計文書の電子決裁システムを運用する予定

である。今後総務課にて職員ポータルで逐次、電子決裁に関する情報を周知していく。 

（３）次長制度について【総務部】 

 ◎資料に基づき、総務部長説明 

 ○５月１日から適用する次長制度の運用について、市長部局のほか公営企業、教育委員会、



消防における次長制度についてまとめて通達した。

 ○通達では次長職設置の目的、分担事項をはじめ、特に主な個別特命事項について掲載 

している。本年度の組織マネジメントの方向性の一つとして、部・次長、課長が連携  

した取組の推進を掲げていることから、本運用を今一度確認し、徹底願う。

（４）令和６年度組織機構ヒアリングについて【総務部】 

 ◎資料に基づき、総務部長説明 

○令和６年度の組織機構に伴う各部ヒアリングの実施に伴い、下記について特に留意 

願う。 

 ①組織改編を要求する場合は理由を明確にすること。 

 ②必ず次長や課長と打ち合わせをし、共通認識として意見集約し、部内で共有願う。 

 ③部内での人員のやりくりを第一に検討すること。単に人員を要求されても、他の部から

人員を確保しなければならないため、まずは部内で人員を調整願う。 

（５）避難行動要支援者移送用車両（電源車）の導入について【総務部】 

 ◎資料に基づき、総務部長説明 

○停電時に福祉避難所へ電源を供給できるようにハイブリット車２台を導入した。うち

１台は基地・防災課の専用車としているが、もう１台は公用車のミニバンがなくなって

から、使用したいとの声も多々あったことから導入し、５月１０日に納車される。５名

以上の使用を優先する共用車として運用を行うこととしており、来客対応等で活用願

う。 

（６）ごみゼロ「クリーンウォーキング２０２４」への参加について【生活環境部】 

 ◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○５月３０日を「ごみゼロの日」として定め、２１回目を迎える「クリーンウォーキング」

を実施する。市ではシボラと協力し、同日１５時から１７時までを予定している。各部

においては２名以上の職員の参加協力を願う。 

（市長） 

  はなふるの右岸周辺の遊歩道にごみが散乱しているのでごみゼロの日でも良いので 

対応してほしい。 

◆令和６年５月２０日開催庁議◆ 

１．市長挨拶 

○良い季節になってきた。それぞれ予定している事業や行事等が、円滑に予定どおり実施



されることを期待する。 

○私事ではあるが、ＧＷ中に車で旭川、留萌、増毛、遠軽の方へ行ってきた。随分と道内

も車での移動が便利になり、それぞれ一生懸命まちづくりをしていると感じた。旭川  

では駅周辺がインバウンドで賑わっていた。訪れたどこの町も、過疎の町も頑張って  

おり、私たちのまちも周りの状況を受け止めながらしっかりやらなければならないと 

感じている。 

○経済産業大臣が千歳で講演していたが、我々が思っている以上に北海道が注目されて 

いる。半導体、エネルギーについて注目されているという講演内容であった。周りの  

状況をしっかりと受け止めながら、私たちのまちもしっかり考えていかなければならな

い。 

２．議事 

（１）次期えにわっこ☆すこやかプラン策定の協力依頼について【子ども未来部】 

 ◎資料に基づき、子ども未来部長説明  

○現行の第２期えにわっこ☆すこやかプランの計画期間が今年度までのため、新たに 

計画を策定するものである。次期の計画はこれまでの計画に加え、こども基本法や  

こども大綱の策定など社会情勢に合わせた計画を策定していく。 

 ○本市の子ども・子育てに関する取組は、全庁各部署において実施していることから、 

今後各所管については関連する事業の進捗状況の確認等の調査をご協力願う。 

 （副市長） 

  各課への調査依頼先は記載の所管課のみであるか。 

  →現行の計画で関連している部署を明記している。全部署を対象とした次期計画策定

に向けた新たな子育て関連事業を調査依頼する。 

 （市長） 

  新たなプランの中に子育て世代に向け、デジタル化の推進の項目を組み込んだ方が 

良いのではないか。 


